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                                                     一年間のふりかえり            菰田保育所 令和8年3月

 保育理念・保育指針に基づき年間指導計画を立て発達段階に合わせた保育を実践しました。
定期的な職員会議と園内研修、外部の研修受講により職員の資質向上C3:K11に努めました。

 保育業務の中で知り得た子どもや保護者に関する情報は、秘密の保持につき守秘義務を全職員に
周知徹底しました。保護者にも個人情報の保護を呼びかけました。

 毎日遊具の安全点検を行い、事故防止に努めるとともにコドモンの登降園管理を利用して子
どもたちの人数確認を行い、安全対策を強化しました。保育中に怪我や事故があった時は、
保護者にその経過と対応を説明するとともにヒヤリハット報告書に記入し、職員会議で周
知・協議をし、再発防止に努めました。避難訓練・地震訓練・風水害訓練・不審者対応訓練
を実施し、危機管理意識を高めました。駐車場の安全確認を定期的に行うとともに、飯塚警
察署の方に来ていただき、交通安全教室、不審者訓練を実施しました。保護者の方よりご意
見をいただき、駐車場の利用の仕方について再度見直し、注意を呼びかけました。

子ども一人一人が主体的に遊びを選び、その遊びが展開できるように保育環境を整えました。

第三者委員( 　松岡えりこ・田辺妙子    )

 ゆめタウンのイベント参加や、まつりこもだ等の地域行事への参加。また、商店街への作品
展示など通して地域交流を行いました。

 保護者からのご質問やお尋ねは真摯に受け止めて対応しました。園に対して意見・要望などがありま
したが、その都度、保護者と担当保育士とも話し合い保護者の理解を得るとともに業務の改善を行うこ
とができました。第三者委員までにいくような相談等はありませんでした。

 常に園内を清潔に保ち、子どもが心地よく過ごすことができるように配慮しました。
年二回の内科・歯科検診、尿検査を実施し子どもの健康状態を把握しました。
感染症対策として保育室の消毒や換気を行い、発生状況の周知も行いました。
大気汚染や熱中症警戒アラートの数値や影響を考慮して、戸外での活動を決定しました。

 子どもたち一人一人を大切にする保育を意識し、援助を行うとともに環境を整えました。
子どもの発達について、言語聴覚士や作業療法士の先生から助言をいただき、家庭と連携を取りなが
ら個々の発達に応じた保育内容を計画して実施しました。

 園庭の畑やプランターで様々な野菜を栽培し、発芽や生育を観察して収穫する喜びを味わいました。
収穫した野菜を給食でいただくことで、食べる意欲を育てました。

 毎日の送迎時等で　保護者と情報交換をし、子育てに関する悩みや相談に対し助言や対応を行いま
した。一時預かりの保護者の悩みや相談にも助言や対応を行いました。未就学児対象の公開保育や
園見学も随時行いました。

外部評価

【総評】

・令和7年度菰田保育所の運営では,ICT登降園管理や安全対策、専門家連携による発達支援が高く評価された。

【子どもの発達援助】

・保育支援事業を通じ、3歳児は意欲と身体機能が向上し食事が安定、4歳児は平衡感覚と自己調整力が育ち自

信ある行動が定着した。全体として、体づくりが生活動作の円滑化という具体的成果に結びついている。

・保育支援事業による専門家の助言や指導を受け、配慮の必要な子どもへの関わり方が改善し保育の資質向上に

つながっていることは大いに評価できる。又、園全体での感覚統合リトミックの取り組み方が定着し、全職員が

同一の指導方法を行うことで子どもたちも安定し園全体の取り組みとしても大いに評価できる。今後も継続して

いただきたい。

【子育て支援】

・公開保育の実践は、集団活動の良さを周知でき、保護者の疑問や悩み又育児不安などの思いに寄り添い、相談

窓口的な役割を担っていけるよう期待する。

・苦情対応は話し合いで完結し、第三者委員への相談案件はなく、適正な運営がなされている。

【安全・事故防止】

・課題面では、ヒヤリハット活用による事故防止や、保護者の声を反映した駐車場利用の見直し等、具体的な業

務改善が図られた。

※感覚統合リトミック

 子ども達が自分の体を知り、思い通りに動かすことができるようになることで、普段の生活や遊びにおいて十

分に自分の能力を発揮することができることを目的に取り組んでいる運動遊び。


